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「いしかりアグリ・マッチング」事業

 農家数の減少
 農業従事者の高齢化
 農業に関わる人材の減少

 休暇などを通じ定期的、恒常的に通う都市部人
材が増加している

 移住や多拠点居住による農業の担い手が、新た
な担い手確保に向けた活動に参画している

 石狩の農業者及び農産物を手軽に「⾒る」
「知る」「食べる」ことが可能となる環境の確⽴
による消費者ネットワークの形成、石狩のリア
ル農業にコミットする人材ネットワークの形成

アグリケーション事業では事業参加者の全員が石狩市への再訪の意向を表明（アンケートによる）。
石狩の農業者及び農産物を手軽に「⾒る」「知る」「食べる」ことが可能となる環境の確⽴による消費者ネットワークの形成
（農業消費額118万円）や、石狩のリアル農業にコミットする人材ネットワークが形成され、移住者（1名）も出現。

石狩市の主要産業の⼀つである農業の担い手不⾜という課題解決に向けて、都市住⺠が石狩市の農産物やその⽣
産者と関わる機会を、関わりの深さ（ライト・ミドル・コアの３段階）に応じて提供。
石狩市の主要産業の⼀つである農業の担い手不⾜という課題解決に向けて、都市住⺠が石狩市の農産物やその⽣
産者と関わる機会を、関わりの深さ（ライト・ミドル・コアの３段階）に応じて提供。

（運営）農政課

石狩市石狩市

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

北海道
石狩市

【石狩ｼｪｱﾊﾋﾟｼﾃｨ計画】
・全体事業の情報発信
・参加者募集ｻﾎﾟｰﾄ
・移住相談ｻﾎﾟｰﾄ

中間支援等

大学生
・ｱｸﾞﾘｹｰｼｮﾝ
IT系企業
・ｱｸﾞﾘｹｰｼｮﾝ

主なターゲット主なターゲット

・北海道食べる通信発刊 ・ｱﾌﾟﾘでの⽣産者等ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ
・出張高校⽣ﾚｽﾄﾗﾝin石狩 ・首都圏「石狩ﾌｪｱ」

石狩アグリファン連携創出プロジェクト石狩アグリファン連携創出プロジェクト

石狩市農業協同組合
・全体事業の運営
ｷﾀﾘｽﾗﾎﾞ
いただきますｶﾝﾊﾟﾆｰ
ｸﾞﾘｰﾝｽﾄｰﾘｰﾌﾟﾗｽ
三笠⾼校
ﾎﾟｹｯﾄﾏﾙｼｪ
・各事業の運営ｻﾎﾟｰﾄ

地元協⼒・関連団体
• 専属ファームガイドによるアテンドのもと、農場内散策や収穫体験、

料理教室をパッケージにしたモニターツアー

石狩ファームピクニック石狩ファームピクニック

・ガイド養成講座

子育てﾌｧﾐﾘｰ層
・北海道食べる通信発刊
・ｱﾌﾟﾘでの⽣産者等ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ
・出張高校⽣ﾚｽﾄﾗﾝin石狩
・首都圏「石狩ﾌｪｱ」
・ﾌｧｰﾑﾋﾟｸﾆｯｸﾓﾆﾀｰﾂｱｰ

石狩アグリケーション石狩アグリケーション

7名参加

全国から12名
延べ227日参加

コア

ミドル

ライト

運営支援

運営支援

• 市内の農村部に10日間以上滞
在し、週に４〜５日農作業に従
事し、残りの時間はバケーションや
テレワークなどリアルな農村スローラ
イフを体感できるプログラム

・モニターツアー
全5回 62名参加

3498名参加

支
援

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



かみしほろ縁ハンスプロジェクト

 農産物のブランディング、マーケティング
不⾜による販売機会の喪失

 町内事業者のビジネス競争⼒の強化を
通じた町の経済・雇用・税収の向上

 都市部の兼業・副業人材により商材が
高付加価値化され、販路拡大している

 チャレンジすること、外に目を向けることを
奨励する商文化が根付いている

 マッチングによるビジネス創出と地域経
済の活性化

オンラインイベントで51名を集客し、12名から19件の事業提案を受けたことで、地元企業の学びの機会にもなった。
5件の求人事業者に対して2件の契約（マッチング）が成⽴。ほか2件が調整中である。
事業者の負担可能な⾦額でハイスペックな人材がアサインされ、非常に高いアウトプットが作られている。

高い品質を誇る町内産農産物の課題に対応できるスキルを持った外部人材にアプローチするため、ペルソナを設定し、
ターゲットにとってのビジネスチャンスを訴求するプロジェクトのウェブサイトを制作。オンラインイベントで有望な⾒込み客
を集客・獲得して、町内事業者のパートナーとなり得る外部人材（副業・兼業人材）を選定。

高い品質を誇る町内産農産物の課題に対応できるスキルを持った外部人材にアプローチするため、ペルソナを設定し、
ターゲットにとってのビジネスチャンスを訴求するプロジェクトのウェブサイトを制作。オンラインイベントで有望な⾒込み客
を集客・獲得して、町内事業者のパートナーとなり得る外部人材（副業・兼業人材）を選定。

• 企画財政課
• 商工観光課

上士幌町上士幌町 サイト開設
事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

北海道
上士幌町

• 農家（作物の販売支援)
• 農家（ブランド、販路拡大)
• 製造販売（和牛販売支援)
• 養蜂家（新商品企画開発)
• 協⼒隊員（起業の支援)

求人

ペルソナの反映

応募
（19件）

マッチング（2件成約）マッチング（2件成約）

伴走支援

• 発注もしくはコラボビジネス創出︓5件
• 営業利益の増加︓3件

シェアオフィス
• オンライン会議会場
• マネージャーの支援

• 発注項目のディレクション
• スキルと人物の相性判断（面談）
• 費用・条件の調整 等

地域⼒創造アドバイザー

オンラインイベント
• 求人事業者とのマッチング

個別相談会
• 事業者とのオ
ンライン対話

コミュニティ拠点

交流と居住を促進する会

51名

参加
利用

候補者
12名

関連団体

地元企業

はちみつを使った新商品の開発

豆(希少品種)の認知向上と販路拡大

ペルソナの設定
• 都会在住の30〜50代男⼥
• 子供がいない、または子育て

が⼀段落(時間的余裕)
• 大企業勤務(経済的余裕)、

仕事のみの現状に不満
• 将来的に転職を意識(好きな

ことで食べていきたい、共感で
きる人と仕事経験をつみたい)

主なターゲット主なターゲット

大手IT企業
正社員

30代⼥性

ベンチャー企業
経営者

51歳男性

大手通信企業
正社員

48歳⼥性

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



オンラインミーティング

⾏政・企業・コーディネート機関の共創によるモデルプロジェクト創出事業
〜若い⼥性もワクワクして関わりたくなる、誇りあるまちをつくる〜

 20代⼥性などの人口減少と労働⼒の
減少に伴う、企業・団体における人材・
担い手不⾜

 町⺠のシビックプライドの低迷

 外部人材からのスキル・ノウハウ提供に
より、担い手不⾜等が解消されている

 熱意ある人材と外部人材の関わりが増
え、町に住み続けたいと感じられている

 ごのへみらいプロジェクトの組成と推進に
より、次年度以降の展開⾒込みの獲得

地域の古⺠家の活用や特産品のPRなどに係る4プロジェクトを組成し、3件の継続実施の⾒込みが⽴っている。
「なんばんみそ」を活用した新しいレシピが40件開発され、学校給食での採用も決定した。
プロジェクトを横断して外部人材同士が繋がることで、新しいプロジェクトができる動きも⾒えてきた。

⾏政・プロジェクト主体・コーディネート機関の3者により地域課題解決に資する4つのプロジェクトを設計し、関係人口
プラットフォームの活用等により熱量の⾼い外部人材の参画を促進。単発で終わらない持続する関係構築に努めた。ま
た、取組の内容や移住定住促進・関係人口創出拡大の動きなどについて「プロセス共有会」を通じて町⺠に周知。

⾏政・プロジェクト主体・コーディネート機関の3者により地域課題解決に資する4つのプロジェクトを設計し、関係人口
プラットフォームの活用等により熱量の⾼い外部人材の参画を促進。単発で終わらない持続する関係構築に努めた。ま
た、取組の内容や移住定住促進・関係人口創出拡大の動きなどについて「プロセス共有会」を通じて町⺠に周知。

（運営）
• 総合政策課

五⼾町五⼾町

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

⻘森県
五⼾町

• 月1回・計4回開催
• 受入側・参画側の双方の視点で
プロジェクトの進捗報告

• 外部講師による事例等の紹介

参画

プロセス共有会プロセス共有会

• 今年度プロジェクト組成数︓3件
• 翌年度以降の継続・新規事業実施の
⾒込み数︓3件

㈱バリューシフト（コーディネート機関）
• プロジェクト設計、マッチング、プロジェクト伴走支援

中間支援等

外部人材の募集
• 関係人口プラットフォーム「ふるさと兼業」への掲載
• バリューシフトのネットワーク活用(復興創⽣インターン) 33名

エントリー
熱量の高いプロボノ
• 社会人（兼業志向など）
専門性・ノウハウを活かし

た関わり方
• 大学⽣（復興創⽣イン

ターン参加学⽣など）
若者目線での意⾒・アイ

デア等の提供 など

主なターゲット主なターゲット

ごのへみらい
プロジェクト

ごのへみらいプロジェクトの推進ごのへみらいプロジェクトの推進
23名

①関係人口セミナー
②プロジェクト終了後の関係性継
続に係るミーティング

③slackの継続利用
④お届け便の実施
⑤プロジェクト横断meetup(オン
ライン交流会）

関
係
の
継
続
へ

関
係
の
継
続
へ

地域住⺠

• コムラ醸造㈱
• ふるさとの家保存会
• 五⼾町総合政策課
• 東京ハイジ
• ㈱グローバルフィールド

プロジェクト主体

計130名以上
受入

古 ⺠ 家 の
利 活 用 と
PR方策

PRキャラに
よ る 魅 ⼒
発信戦略

「鶏肉」の
ファンコミュ
ニティづくり

「なんばん
みそ」の新
しい食べ方

5名 12回 4名 13回 3名 10回 11名 3回
周知 持続性

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「環十和田湖Gateway構想」
推進事業

 人口減少、超高齢化が急
速に進む地域の状況におい
て、町単体で地域活性化に
取り組むことの限界

 地域住⺠の⼒で様々な地域課題を解決する基盤が
創られている

 広域での「関係人口の受け皿づくり」が進むことで、３
県にまたがるこの地域の関係人口との関わり⼒が高まる

 環十和田湖Gatewayの魅⼒あるテーマ「食」
について、地域内の案内人と関係人口が交流
するプログラムの開催

 地域案内人のスキルアップワークショップの開催

地域の魅⼒と課題の掘り起こしが進み、地域の案内人や関係人口の意欲と意識が向上。
地域内で事業を⽴ち上げた者や、地域の担い手としての働き方を模索する者が出現。

田子町・⿅角市・⼆⼾市の連携のもと、地域住⺠が「関係人口との関わりしろ」について共感し、継続的・主体的に⾏
動できるよう、地域の重要な資源である「食」をテーマとしたプログラムを創出するワークショップや交流イベントを実施。
田子町・⿅角市・⼆⼾市の連携のもと、地域住⺠が「関係人口との関わりしろ」について共感し、継続的・主体的に⾏
動できるよう、地域の重要な資源である「食」をテーマとしたプログラムを創出するワークショップや交流イベントを実施。

（調整・管理）
・田子町
（運営支援）
・⿅角市、⼆⼾市

田子町・⿅角市・⼆⼾市田子町・⿅角市・⼆⼾市

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

⻘森県田子町
（秋田県⿅角市・岩⼿県⼆⼾市）

NPO法人プラットフォームあおもり
・事業の企画・運営・調整
・参加者募集
南部どき、まちなかキャンパス
・地域の案内人の伴走支援
・プログラム作成サポート

中間支援等（事務局）

ターゲットターゲット

• 地域の案内人と関係人口が参加する交流イベント
• 2市１町で各1回計3回開催し、
地域で暮らす案内人の企画⼒の向上を検証

交流イベント交流イベント
地域外からの
交流イベント・ワーク
ショップ参加者

スキルアップワークショップスキルアップワークショップ
• 食、地域産業、自然景観、温泉などを組み

合わせたプログラムをブラッシュアップし、「関係
人口」との関わりしろを創出するワークショップ

ふるさと兼業 SMOUT（参加者の募集、情報発信）
事業パートナー

連携

メンター・講師

つい︕関わってみたくなる地域を
みんなでつくるプロジェクト

延べ70人以
上が参加

企画
委託

参画

企画・運
営

実施・検証
振り返り 企画 振り返り 企画 振り返り

実施・検証 実施・検証

つい︕関わってみたくなる地域をみんなでつくるプロジェクトつい︕関わってみたくなる地域をみんなでつくるプロジェクト

延べ80人以
上が参加

地域の
案内人

広報
・募集

地域の

候補者

地域の
案内人
候補者

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「再エネで町の魅⼒を発信︕⼀⼾町応援団形成プロジェクト」事業
~⼀⼾町と横浜市の連携を強化~

 首都圏での認知度向上と地域経済の
活性化

 横浜市と連携協定を締結したことを強
みとした再⽣可能エネルギーの供給

 「⼀⼾町応援団」の拡大
 ⼀⼾町の歴史資源や美しい景観、新

鮮で安全な農産物にも関心が広がり、
首都圏での恒常的な販売

 観光プランや継続的な関係人口を構
築するスタイルの構築

1,000人以上の「⼀⼾町応援団」を創出できたとともに、関内まちづくり振興会のメンバーを中心に、⼀⼾町の⽊質バイオマス発電の電⼒に切
り替える方々が増えた。個人宅、ビル、そして、商店街の街路灯の電⼒切り替えの話が進んでいる。
本取組を通じて、横浜市にある関内まちづくり振興会が手掛ける子ども食堂において、⼀⼾町の野菜が使用されることになるなどの効果も出ている。

⼀⼾町は2010年のアンテナショップ設置を契機に継続してきた横浜市との地域間交流を拡大し、首都圏との人や物の
交流を促進し、⼀⼾町の地域経済の活性化を図るため、PR・交流イベントや⼀⼾町を深く知るためのツアーや勉強会を
実施。

⼀⼾町は2010年のアンテナショップ設置を契機に継続してきた横浜市との地域間交流を拡大し、首都圏との人や物の
交流を促進し、⼀⼾町の地域経済の活性化を図るため、PR・交流イベントや⼀⼾町を深く知るためのツアーや勉強会を
実施。

• まちづくり課
• 商工観光課
• 教育委員会

⼀⼾町⼀⼾町

実施主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

岩⼿県
⼀⼾町

• 御所野縄文電⼒
• ⼀⼾町⼩⿃⾕公⺠館

再エネで町の魅⼒を発信︕⼀⼾町応援団形成プロジェクト再エネで町の魅⼒を発信︕⼀⼾町応援団形成プロジェクト

イベント運営

• 再エネマッチング会参加企業︓20社以上
• ⼀⼾町応援団︓990人以上

• 特定非営利活動法人 仕事人倶楽部
• 横浜市地球温暖化対策推進協議会
• 関内まちづくり振興会

中間支援等

地元関係 横浜市にて⼀⼾
町のPRイベント

主なターゲット主なターゲット

協⼒
依頼

• 横浜市⺠
• 横浜市内の大学⽣
• 横浜市内の商店街
• 横浜市内の企業
• 首都圏の個人や事業者

※再エネや脱炭素、SDGsに
興味がある人々

⼀⼾町の
魅⼒発⾒ツアー

花の交流オンラ
インイベント

オンライン
勉強会

300人参加 20人参加 50人参加 100人参加

連携

実施

アプローチ

参加

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「食を活用した関係人口創出・拡大」事業

 少子高齢化による農産物消費の
減少による農業の担い手の不⾜
の解消

 食と農業を核とした関係人口の増加による地域
活性化

 地域の農林業・商工業・観光業を巻き込んだ
地域密着型の体験型ツーリズムの構築

 大館の農産物を使った田舎料理の商品開発
 大館の食を応援するファンクラブの設⽴
 都内高校と地元高校との料理を通した交流

「大館の食を応援するファンクラブ」は142名の会員を獲得し、大館の食と継続的につながる仕組みを確⽴。
また、大学や地元飲食業者等の協⼒を得て、大館の農産物を用いた田舎料理４品を開発。

人口減少に伴う、地元農産物の販路・消費量減少という課題解決に向けて、農業や食をテーマとしたファンクラブ創設
や商品開発、高校⽣による料理を通じた交流イベントを実施。
人口減少に伴う、地元農産物の販路・消費量減少という課題解決に向けて、農業や食をテーマとしたファンクラブ創設
や商品開発、高校⽣による料理を通じた交流イベントを実施。

（運営）
・大館市
（事業支援）
・大館市まるごと体験推進協議会

大館市大館市

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

秋田県
大館市

主なターゲット主なターゲット大館の食を応援するファンクラブ「WAN」大館の食を応援するファンクラブ「WAN」

• 都市部の方
が簡単にひと
手間加えるだ
けで料理がで
きる料理キッ
トの開発

⼥子栄養大学
（大館の味商品開発及び都市農村高校交流サポート）

メンター
交流・協⼒

企画
・運営

会員数142名

補助

・商品開発︓3品目
・ファンクラブ会員︓20名
・料理を通した交流︓１回開催

陽気な⺟さんの店
・事業の企画、運営補助

地元関連団体

「大館の味」商品開発「大館の味」商品開発

• 大館の食に対し⼀定の理解と共感を持ってい
る方を対象に、Facebookやインスタグラムの
SNS等で様々な情報を提供

• 東京の高校⽣
と大館の高校
⽣が、大館の
食材を使ったリ
モートでの料理
講習会を実施

都市農村⾼校交流都市農村⾼校交流 農家⺠宿宿泊者

大館出身者

⼥子栄養大学

東京⼥子学院

モニターツアー参加者

鶴ヶ島市⺠

大館の食のファン
参加

協⼒・支援

４品目の料理
キットを作成

双方からそれぞ
れ⽣徒12名が
参加、2回開催

・Facebook
・インスタグラム
・DM
などで勧誘

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「ファンコミュニティづくりをベースとした関係人口の入り口出口の導線づくり」事業
~おむすびとプロジェクト~

 地域で⽣産した米のマーケットへの
訴求⼒不⾜

 地域の担い手不⾜

 関係人口とともに地域の⽣活を支える活動
に取り組み、地域が活性化されている

 オンラインでも地域の魅⼒が伝わるツール
づくりに取り組み、そのファンコミュニティを⽣
成する

パッケージデザインやオンラインツアー等を通じて、地域内外の関係性を深化。
町のファンとしてアイデアや資⾦面で支援するコミュニティ「おむすびと」に、町内23名、町外45名が認定。

地域で⽣産した米のマーケットへの訴求⼒不⾜という課題解決に向けて、地元高校⽣と関係人口が、米のパッケージデ
ザインを開発。さらにクラウドファンディングにて募った資⾦を活用して、パッケージ化した米等を商品化。
地域で⽣産した米のマーケットへの訴求⼒不⾜という課題解決に向けて、地元高校⽣と関係人口が、米のパッケージデ
ザインを開発。さらにクラウドファンディングにて募った資⾦を活用して、パッケージ化した米等を商品化。

（管理）企画商工課

羽後町羽後町

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

秋田県
羽後町

NPO法人みらいの学校
・事業の企画・運営
チームババヘラ
・事業運営サポート

中間支援
これまでの取組の参加者
（既存の関係人口）

主なターゲット主なターゲット

• お米の贈り物の製作費を
資⾦調達

クラウドファンディングクラウドファンディング

・農家
地元受入主体

• バーチャル稲刈り、新米
おむすび握り等を通じて、
今後の来町意欲を向上

オンラインツアーオンラインツアー

地元出身者

オンラインセミナー・ワークショップオンラインセミナー・ワークショップ

延べ61名参加

• ４回にわたるセミナー・ワーク
ショップを通じて、地域産の
米のプロダクト（お米の贈り
物）パッケージデザインを開
発。

19名参加

107名74.5万円
の寄付⾦

企
画
運
営

慶應義塾大学
⻑⾕部葉子研究会
・事業運営サポート

関連団体

返礼品

製作

運営支援

・町内高校⽣のまちづくり
サークル「みらいクリエイ
ティ部」

地元参加
参
加

製品化

コミュ
ニティ

• ファンコミュニティ「おむ
すびと」に認定

町内23名
町外45名

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



• 山形大学の学⽣が、地域の
伝統産業「⻑井紬」の振興
に向けた調査を実施

学びの場を第2のふるさと
〜地域の学び、実践、そして創生へ〜

 地域活動への関心低下
 地域活動の担い手不⾜

 関係人口を受け入れる体制が整備されてい
る

 地域住⺠と関係人口が協働・協⼒して地域
づくりに取り組み、地域が活性化している

 関係人口が地域の人とともに地域の良さ
を学び、外から⾒た地域の良さを地域に
フィードバックするため、その学びから今後
の方策を検討、実施

3大学から16名の学⽣が参加し、特産品を活かした食品開発等、6つの提案があった。
また、地域住⺠が、地域資源をあらためて知り、活用につなげる意識付けができた。

地域住⺠の地域活動への関心低下や担い手不⾜という課題解決に向けて、地域住⺠と地域内外の大学⽣がともに、
地域資源を学び、また活用に向けた方策を検討。
地域住⺠の地域活動への関心低下や担い手不⾜という課題解決に向けて、地域住⺠と地域内外の大学⽣がともに、
地域資源を学び、また活用に向けた方策を検討。

（管理・調整）
地域づくり推進課
（調整）
総合政策課

⻑井市⻑井市

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

山形県
⻑井市

伊佐沢コミュニティセン
ター運営協議会
致芳コミュニティセンター
運営協議会
・関係人口の受入
・活動支援
・地域住⺠との調整

中間支援

大学生
・相模⼥性大学
・大正大学
・山形大学

主なターゲット主なターゲット

伝統産業の振興に向けた調査伝統産業の振興に向けた調査

• 大正大学の学⽣と地域の子どもたちの
交流を通じて、地域の子どもたちが、
伊佐沢地区を探検・調査して地域
マップを作成、地域の魅⼒を発⾒

大学生と地域の子どもたちの交流大学生と地域の子どもたちの交流

運
営

• 相模⼥子大学の学⽣が、伊佐沢の果物等を用いた新たな製品を試作
伊佐沢地区の資源の活用伊佐沢地区の資源の活用

・ドライフルーツ大福
・桜フレーク
・リンゴのドライフルーツ

大学⽣7名
地域住⺠16名

参加

大学⽣7名
地域住⺠21名

参加

大学⽣2名
子ども14名

参加

参
加

整

管
理
・
調
整

取組の様子や成
果を地域住⺠へ
広報。地域資源
を再認識し、活用
につなげる意識を
醸成

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「結いラボ」事業
~地域の文化的資源をつなぐ~

 空き店舗の増加（空き家率11%）に
よる地域経済の衰退、買い物難⺠の増
加

 城下町ならではの賑わい活性化
 新たな事業創出や地域の担い手発掘・

教育されることで、地域経済の活性化
を図っている

 空き家・空き店舗の活用に進む具体的
なプロジェクトを⽴ち上げる

現地マッチングプログラムによる具体的なアクションに繋がるプロジェクト３つを創出することができた。
今回創出された関係人口の具体的なアクションを来年度実⾏予定である。
空き家情報、空き家利活用情報の発信を⾏うHPの構築及びふるさと市⺠制度の運営ツールをLINE上に構築できた。

空き店舗増加による地域経済の衰退や、買い物難⺠の増加という課題解決に向けて、空き家・空き店舗を活用するた
めに、都内在住のクリエイター・フリーランスを対象とした現地マッチングプログラム等を実施。
空き店舗増加による地域経済の衰退や、買い物難⺠の増加という課題解決に向けて、空き家・空き店舗を活用するた
めに、都内在住のクリエイター・フリーランスを対象とした現地マッチングプログラム等を実施。

結城市結城市

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

茨城県
結城市

（メンター）
• 株式会社TMO結城

• ３つのプロジェクト

（事業企画・運営）
・株式会社WHERE

中間支援等中間支援等

地元関係

主なターゲット主なターゲット

• 都 内 在 住 20
〜40 代 の クリ
エイター・フリー
ランス

実施

（事業管理・調整）
・企画財務部企画政策課

事業主体

⺟集団形成イベント⺟集団形成イベント

• 継続的な情報
発信及びマッチ
ングの創出を目
的とした空き家
マッチングHP

36名参加

空き家マッチングHP空き家マッチングHP

• 現地プログラムへ参加を募るため、
オンラインイベントを２回開催

1,000PV/月

現地マッチングプログラム現地マッチングプログラム

8名参加
• 現地マッチングプログラムを２泊

３日にて開催

• 結城市出身者
を対象に、ふる
さと市⺠制度を
構築

ふるさと市⺠制度（LINE構築）ふるさと市⺠制度（LINE構築）

16店舗参画

連携 設計 広報

参加

地域コミュニティメディア
LOCAL LETTERにて

情報発信

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



連携

「⾥山にいきるプロジェクト2020」事業
~「大地の芸術祭」の⾥・越後妻有~

 集落の高齢化等により、「大
地の芸術祭 越後妻有アー
トトリエンナーレ」に関する展
示や維持・運営が困難

 芸術祭開催年(2021年夏)以降も関係人口と地域の
交流が継続される

 地域の資産である作品施設を通して地域内外の住⺠が
互いに地域の未来の姿を描き続けることができている

 大地の芸術祭の作品を中核とした集落の地
域コミュニティの維持・存続

 外部人材のかかわりを創ることで集落の活動
人口増加を目指す

市内課題への理解や課題への関与意欲についてアンケートを実施。いずれも目標値を達成。
今回各ツアーでの参加者が、他のツアーに参加をしたり、別の関わり方を持ち始める動きが⾒られている。
3回目のツアーは急遽オンラインで実施となったものの、オンラインだからこその良さに気づいた。

大地の芸術祭を支える集落の問題を解決していくため、関係人口が参加する現地でのスタディツアー・ワークショップを実
施。集落とも連携しながら地域の課題解決のためのアクションプランの策定を⾏った。
大地の芸術祭を支える集落の問題を解決していくため、関係人口が参加する現地でのスタディツアー・ワークショップを実
施。集落とも連携しながら地域の課題解決のためのアクションプランの策定を⾏った。

（管理・調整）
・観光交流課

十日町市十日町市

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

新潟県
十日町市

主なターゲット主なターゲット

・都市部在住の20〜30代

・知的好奇心旺盛でフットワークが
軽い方

※収入は安定しており、地域往訪に
かかるコストを気にしない。

※他地域への往訪、関係人口化の
経験があり、⼀般的な「地域」への
共感度、理解度が高い。

・市内参加者の人数︓10人
・⼀般参加者の人数︓15名

⾥山にいきる2020〜「大地の芸術祭」の⾥・越後妻有〜 プロジェクト⾥山にいきる2020〜「大地の芸術祭」の⾥・越後妻有〜 プロジェクト

運営

廃校の利活用が照らす、
地域の未来

集落の歴史をつなぐ若者
たち、その眼が映すもの

集まれ越後妻有ラバー
ズ︕まだ⾒ぬ冬の「越後妻
有」へ (オンライン実施)

15
人
参
加

連携

実施

募集

参加

株式会社Ridilover
・募集・企画
・スタディツアーのコーディネート等

中間支援
NPO法人越後妻有⾥
山協働機構
・現地滞在調整
・スタディツアーのコーディネート等

中間支援

作品集落の
地域住⺠ 参加

15
人
参
加

21
人
参
加

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



都市部のクリエイターとの協働による新たな価値創造事業

 主要産業の⼀つである伝統産業（高
岡銅器、高岡漆器等）の事業所数や
従業員数、販売額等の減少

 「創作活動しやすい」魅⼒の伝達不⾜

 クリエイティブな人材が集まり、交流が盛
んなまちになっている

 市⺠が創造性を発揮し、新しい価値や
文化、産業を創出している

 全国のクリエイターの中での認知度の向
上と、伝統工芸の活用可能性の発現

全6チームが新しい発想による試作品を完成させ、参加クリエイターは職人・工房の技術⼒や対応⼒を高く評価した。
クリエイターによるSNS上での記事投稿は31回に及び、プレスリリースによる広報効果は約350万円と⾒込まれる。
「文化創造都市高岡ウェブサイト」（プロジェクト関連レポート掲載など）は、年間28,319PVの獲得⾒込み。

高岡の伝統産業の職人・工房と都市部のクリエイターとをマッチングし、協働制作によって伝統工芸に新たな価値を付
加する取組を実施。また、プレスリリースやクリエイターによる情報発信、「文化創造都市高岡ウェブサイト」等を通して、ク
リエイターの間で「⾼岡は創作活動を⾏いやすい地域」という認知を獲得。

高岡の伝統産業の職人・工房と都市部のクリエイターとをマッチングし、協働制作によって伝統工芸に新たな価値を付
加する取組を実施。また、プレスリリースやクリエイターによる情報発信、「文化創造都市高岡ウェブサイト」等を通して、ク
リエイターの間で「⾼岡は創作活動を⾏いやすい地域」という認知を獲得。

• 文化創造課︓募集・広報・サイト運営
• 産業企画課︓商品開発調整
• 広報情報課︓メディア、公式FB運用
• デザイン・工芸センター︓助⾔、設備

⾼岡市⾼岡市

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

富山県
⾼岡市

• 商品・素材開発等︓2件以上
• クリエイターからの情報発信︓30件以上
• 広報効果・広告費換算︓100万円
• ウェブサイトPV︓31,000PV

DMO候補法人・富山県西部観光社
• クリエイターと職人・工房等のマッチング
• プロダクト開発支援

中間支援等

情報発信・アプローチ
• 文化創造都市高岡ウェブサイト、プレスリリー
ス、SNS広告、メーリングリストでの案内等 都市部のクリエイター

• 創作活動を⾏っている人
• クリエイティブ産業関係者

主なターゲット主なターゲット

伝統工芸に新たな価値を付加する協働制作伝統工芸に新たな価値を付加する協働制作

エントリー：20組
• プロダクトデザイナー
• ファッションデザイナー
• ミュージシャン
• パフォーマー等

8工房
• 銅器関係5
• 漆器関係2
• 菅笠1

応募団体

工房の
募集

キックオフツアー
• 参加工房をめ
ぐり、ものづくり
の現場や風土
を知る

協働制作プロジェクト
• 6チームにおけるプロト
タイプ制作

伝統産業青年会
• 職人団体の窓口
• OBを含む会員間
の調整

• 技術・工房設備

地元受入窓口

参加クリエイター⾃身に
よるSNS発信等
推定リーチ数：19,121人

クリエイターの募集・PR

マッチング
過程や成果の
情報発信

委託

協働 投稿
拡散

記事掲載

クリエイター5組×6工房

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「プロフェッショナル人材とシビックイノベーターの協働によるオンラインサロンと
副業を活用した地域課題解決モデル」事業 ~ MEGURUプロジェクト~

 多様化・複雑化する課題の不透明感、
⺠間活⼒の導入による課題解決

 従来の取組で⽣まれた交流人口の関
係人口への深化

 プロ人材プラットフォームからの関係人口
によって地域課題が解決されている

 地域課題を自ら解決する担い手が、居
住の有無を問わず内外に⽣まれている

 事業終了後も継続する関係人口と地
域との関係性の構築

有料オンラインサロンとして開設した「塩尻CxO Lab」に27名が参加した。
72名の応募者を面接し、10名が副業として地域課題（5テーマ）に取り組んだ。
「塩尻CxO Lab」のプロ人材も参画した⿃取県内でのモデル展開により、関係人口の地域間シェアの可能性が示された。

シビックイノベーター(事業課題やアイデアを持ち寄り、自ら未来をつくろうとする人)と外部人材とが協働して地域課題を
顕在化した「仕様書」を作成し、地域外のプロ人材が副業として取り組む仕組みを構築。また、塩尻市の地域課題解
決に関わりたい方へ向けて有料のオンライン・コミュニティ「塩尻CxO Lab」を開設。

シビックイノベーター(事業課題やアイデアを持ち寄り、自ら未来をつくろうとする人)と外部人材とが協働して地域課題を
顕在化した「仕様書」を作成し、地域外のプロ人材が副業として取り組む仕組みを構築。また、塩尻市の地域課題解
決に関わりたい方へ向けて有料のオンライン・コミュニティ「塩尻CxO Lab」を開設。

• 市外在住のスナバや
CxO Labのメンバー
とネットワーク

• 過去の取組で関係
したプロ人材

• 地方副業に関心の
ある首都圏をはじめ
とする企業社員 等

主なターゲット主なターゲット

• 地方創⽣推進課
• 塩尻市シティプロモー
ション活動協議会

塩尻市塩尻市 告知・募集 塩尻未来会議オンライン

事業主体
• シビック・イノベーション
拠点「スナバ」

• NPO法人MEGURU

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

⻑野県
塩尻市

オンラインサロン
塩尻CxO Lab

（テーマオーナー）
• 株式会社HYAKUSYO
• 株式会社東芝
• 大河内家具工房
• JR東日本⻑野支社

シビックイノベーター

• ㈱TUG BOAT(⻑野県⾠野町)
• 春日部市シティセールス広報課

中間支援等

（5件のテーマ）
• 地域資源の可視化による販路拡大
• 「仕事を自分事化できる」職人人財の育成
• 沿線のテレワーク施設をハブとした関係人口創出
• 「お困りごとtrip」の推進による未来の⾥山共創
• “まちを好きになる”から始まるまちのプロモーション

外部人材と
チーム組成

面
接

• ⿃取県と連携した「仕様書作
成」（大山町・智頭町・境港市）

とっとりMEGURUラボ
関係人口モデルの横展開

250名

27名

着任10名

15名

応募
72名

外部の共
創自治体

副業の実施副業の実施

地域課題の顕在化
• クリティカルシンキング研修、仕様書作

成研修、壁打ち、プレゼン・交流会

仕様書の作成仕様書の作成

検証

連携

伴走支援

• オンラインサロン参加者︓15名(会費
自費)

• 副業実施者︓3名

副業人材の募集
日本仕事百貨

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「サイクリングを通じた関係人口創出・拡大」事業
~「⾥山×⾃転⾞」による地域づくりプロジェクト~

 人口減少及び少子高齢化に伴
い、地域の担い手不⾜

 コミュニティ活動にも影響があり、
地域の魅⼒やにぎわいの低下

 地域外の若者世代のアイデアを取り入れた地域  サイクリストと地域との協働活動により、地域と
の関係を構築、深化させる

参加者アンケートにおいても、活動への（継続）参加希望者が８割を超え、パネルディスカッションで81％、ワークショップで
89％、サイクルイベントで98％と、活動が進むにつれて高い評価となり、段階的に関係が深化。
次年度以降、関係人口との交流の場として空き家等を活用してもよいとする地域住⺠が3名出現。

サイクリストと地元住⺠との協働活動により、林道を活用したマウンテンバイクコースづくりや環境整備等を実施。関係人
口が自ら整備した地域においてサイクルイベントを開催し、新たな関係人口の拡大と地域との協働の深化を目指す。
サイクリストと地元住⺠との協働活動により、林道を活用したマウンテンバイクコースづくりや環境整備等を実施。関係人
口が自ら整備した地域においてサイクルイベントを開催し、新たな関係人口の拡大と地域との協働の深化を目指す。

（全体統括・参加者募集）
・企画課
（イベント運営支援）
・農務課
（地域内調整）
・額田支所

岡崎市岡崎市

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

愛知県
岡崎市

主なターゲット主なターゲット

林道を活用したマウンテンバイクコースづくり林道を活用したマウンテンバイクコースづくり

• 協働作業により関
係を構築する目的

サイクルピットイノウエ
（事業企画、参加者募集等）

中間支援団体
交流・協⼒

企

営

企
画
・
運
営

47名参加

・関係人口との交流の場として、山林や空き家
等を活用させてくれる地域の人︓2名

・協働活動により、道路清掃や林道補修を⾏う回数︓2回

（参加者・イベント運営各種支援）
・宮崎まちづくり協議会
・岡崎森林組合
・ぬかたブランド協議会

地元関連団体

ロードクリーン（清掃活動）ロードクリーン（清掃活動）

• 本活動に対して理解を深め、機
運醸成及び共同活動の楽しさ
を実感してもらうことを目的にパ
ネルディスカッション（左）及び
ワークショップ（右）を実施

• 自転⾞、地元の食、
地域交流を通じた関
係を構築する目的

マウンテンバイクの日in絆の森マウンテンバイクの日in絆の森

若者世代

サイクリスト

運営支援

42名参加 約300名参加
広報

参加

市HP・Line・Twitter、
チラシ配布、中間支援
団体によるSNS

40名参加

・協働活動を継続的に⾏い、関係を深めている
・将来的な移住・定住人口の増加につなげること

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「ふるさと回帰による関係人口創出」事業

 漁業と観光業での担い手不
⾜が深刻

 事業継承、定住人口の維
持が課題

 名古屋圏・首都圏でのネットワークの輪が広がり、篠島と
の交流が活発になり、篠島での起業者が創出

 検討されたビジネスプランを参考にビジネスとして篠島に関
わりをもつ人が創出

 地元イベント等への参加を通し、理解度の深
層化を図り、ビジネスプランの検証を⾏う

 関係人口ネットワークのリスト化を⾏う

名古屋圏で10名、東京圏で4名が、関係人口ネットワークに登録した。
複数のビジネスプランが検討され、最終的に３つのビジネスプランに可能性を⾒出し、次年度以降の事業に活用していくビ
ジョンを構築した。

篠島の主要産業である漁業や観光業の担い手不⾜という課題解決に向けて、篠島出身者等のゆかりがある人とのつな
がりを活かし、地域資源を活かしたビジネスプランを検討。
篠島の主要産業である漁業や観光業の担い手不⾜という課題解決に向けて、篠島出身者等のゆかりがある人とのつな
がりを活かし、地域資源を活かしたビジネスプランを検討。

（会議企画・運営）
・地域振興課

南知多町南知多町

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

愛知県
南知多町

主なターゲット主なターゲット

・篠島と関係を持つ第3世代

運営

・関係人口ネットワークへの参加者
名古屋圏︓50人、首都圏︓20人

（地域課題発信）
・篠島まちづくり会

①島内連絡会議発足プロジェクト①島内連絡会議発足プロジェクト

②「ゆかりのある人」お助けリスト作成プロジェクト②「ゆかりのある人」お助けリスト作成プロジェクト

③ふるさと回帰による関係人口創出プロジェクト③ふるさと回帰による関係人口創出プロジェクト

中間支援

52名参加

620世帯協⼒要請

連携

関係人口に関する理解を深めるため、篠島
地区の住⺠を対象に、篠島島⺠会議を3
回実施。

篠島の関係人口となりえる候補者の募集
のため、篠島の住⺠620世帯を対象に、チ
ラシによる募集。

名古屋圏・東京圏を対象に、説明会及び
研修会をオンラインで3回実施。

64名参加

アプローチ

参加

総務省ポータ
ルサイトおよび
ホームページ

・WEB広告島
⺠を通じた働

きかけ

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



• 全国の「おもろい」をつくる人を応援する学びの場として、オンラインで５回、現地
で１回のワークショップを開催

卒業生との関係再構築による“即戦⼒人口”創出事業
~洲本に「おもろい」の学校をつくる~

 人口減少、高齢化、担い手不⾜
 進学に伴う若年層の地域外への流

出

 卒業⽣等が、本市の地域づくりを企画・実践
 卒業⽣が所属する企業のＣＳＲ活動やビジネ

スのフィールドとして本市が選ばれている
 卒業⽣等との関係継続の仕組みや体制を構築

 卒業⽣がいつまでも関係人口として在り続け
てもらうための機運が醸成され、その次につな
がるためのネットワークが構築される

ワークショップを通じて、3件のプロジェクトが形成され、ワークショップ参加者のうち18名が次年度以降の実施に向けて参画
を表明。

市の域学連携事業に参画した大学卒業⽣等との連携による地域づくりの実践と、実践拠点整備を目指すワークショップ
を実施。また、卒業⽣と地域住⺠との双方向の情報交流を促進し、関係を継続させる仕組みとしてホームページを開設。
市の域学連携事業に参画した大学卒業⽣等との連携による地域づくりの実践と、実践拠点整備を目指すワークショップ
を実施。また、卒業⽣と地域住⺠との双方向の情報交流を促進し、関係を継続させる仕組みとしてホームページを開設。

（運営）企画課

洲本市洲本市

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

兵庫県
洲本市

龍⾕大学
・卒業⽣等の参加者募集
・メーリングリスト作成
・ワークショップ開催
・メンタリング

中間支援等

域学連携事業の参加経
験がある卒業生

主なターゲット主なターゲットワークショップ「おもろいの学校」ワークショップ「おもろいの学校」

洲本市域学連携推進協議会
・市や協議会構成団体、地域
側参加者との調整

地元受入主体

双⽅向情報交流ホームページの開設双⽅向情報交流ホームページの開設

272名参加

営

企
画
運
営 上記の卒業生が所属す

る組織・企業の関係者

連携大学の現役学生

• 現役学⽣時代に関わった
地域において、今も引き
続き展開される様々な
地域づくり活動の様子を発信

卒業⽣と地
域住⺠の
交流の場

交流

テーマ
・地域が躍動する”おもろい”のチカラ
・“おもろい”企画のつくりかた
・ビジネスと“おもろさ”の両⽴
・“おもろさ”を伝え拡げるために

「おもろい」ことへの呼びかけ「●●ばんか︕」
「●●らんか︕」（=バンカランカ）に「よっ
しゃー︕」と答える者（ヨッ者ー︕）の数珠繋
ぎの連鎖を目指す

３つのローカルプロジェクトを創出
（次年度以降継続実施）
・みんなで育てる”おもろいの種”
・名もなき観光
・洲本市拠点整備

18名が
参画表明

参
加

交流

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「森で育む学生拠点活用プロジェクト」事業

 ⽣産者の多くが高齢化してお
り、地域の担い手が不⾜

 若者不⾜によるアイデア不⾜
や活⼒の低下

 人材不⾜に悩む特産品の担い手が誕⽣している
 関係人口が２拠点居住等で村の暮らしを継承している
 関係人口としての来訪者が増加し、地域住⺠と協働し

て課題解決に向けた動きが活性化している

 関係人口による「地域資源の活用」および「休
耕地を活用した特産品の育成」

 関係人口が積極的に関われるよう、情報整理
や効果的なプロモーションを⾏う仕組みを構築

30名以上の関係人口が創出され、村の⽊材を利用した建具の開発、特産品の栽培・⽣産、地域の魅⼒を発信する
WEBサイトの構築等を村⺠との協働で実施。
地域に愛着を持ち継続的に訪問を促進する動機づけも進んだ。

特産品の⽣産等に関する担い手不⾜という課題解決に向けて、オンラインも活用しながら、都市部の大学⽣等若年層
を対象とした地域の⽊材資源活用のワークショップや休耕地を活用した農業体験を実施。
特産品の⽣産等に関する担い手不⾜という課題解決に向けて、オンラインも活用しながら、都市部の大学⽣等若年層
を対象とした地域の⽊材資源活用のワークショップや休耕地を活用した農業体験を実施。

（企画・運営・調整）
・下北山村

下北山村下北山村

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

奈良県
下北山村

主なターゲット主なターゲット木材資源活用プロジェクト木材資源活用プロジェクト

• 休耕地を活用して、特産品
「下北春まな」を育成するとと
もに情報を発信NPO法人サポートきなり

・特産品育成事業サポート

合同会社オフィスキャンプ
・WEBサイト構築
・ワークショップ開催支援

中間支援

企画
・運営

4回開催
19名参加

休耕地活用プロジェクト休耕地活用プロジェクト

• 移住交流体験施設「むらん
ち」の建具を関係人口が設
計し、現場で形にしていくオン
ラインワークショップを開催

• 村の暮らしや体験を題材に
し、デザインに⼒を入れた
WEB媒体を構築

ウェブサイト構築プロジェクトウェブサイト構築プロジェクト

参加

大学⽣４名が
3回来村

情報発信

地域お地域お
こし協
⼒隊

農業、地域づくり
に関心のある大学
⽣

奈良・下北山むら
コトアカデミー卒業
⽣等の既存関係
人口

・企画
・実⾏支援

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「熊野Reborn Project」

 地域産業が衰える中、熊野
の⾥山は荒れ始めている

 本プロジェクト修了⽣を50名以上輩出。修了⽣と地域
事業者によるコミュニティの形成を目指す

 移住や⼆拠点ワークスタイルで地域事業の直接的な担い
手となる者も複数存在する

 地域課題解決に向けた地域事業者との継続
的な関わり構築。

 関係人口のプラットフォームとなるWEBコンテン
ツの作成。

体験プログラムの検討は4件、活動協⼒の意思表示者は12名といずれも目標値を達成。
期間中もSNS等を活用した情報発信や参加者の勤め先のメディアを使った本プロジェクトの紹介、クラウドファンディングによ
る地域への支援など、多様な形で地域に関わる姿がみられている。

熊野の⾥山の維持・保全と地域産業の両⽴という地域課題解決に向けて、地域の暮らしや文化に関心の高い「低山ト
ラベラー」を対象とした講座とフィールドワークを開催しアイデアを募集。
熊野の⾥山の維持・保全と地域産業の両⽴という地域課題解決に向けて、地域の暮らしや文化に関心の高い「低山ト
ラベラー」を対象とした講座とフィールドワークを開催しアイデアを募集。

（事業管理・各種調整）
・たなべ営業室

田辺市田辺市

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

和歌山県
田辺市

主なターゲット主なターゲット

・体験プログラム検討数︓2件以上
・熊野古道のリピート者︓５名以上
・活動協⼒の意思表示者︓5名以上

（フィールドワーク協⼒）
・秋津野ガルテン
・チームHINATA 
・BokuMoku

地元受入主体 熊野Reborn Project熊野Reborn Project

講座運営

総括、プログラムの造成、等）
・田辺市熊野ツーリズムビューロー

中間支援等

①連続講座とフィールド
ワークの実施（4回）

②参加者コミュニティの
⽴ち上げ

③WEBコンテンツの制作

委託
管理
連携

実施

募集

参加

• 株式会社ヤマップ（参加者募集・講座運営等）
• 低山トラベラー 大内征（参加者メンター）

講座運営主体

・低山トラベラー

熊野の⾥山経済圏を支える農業・林
業・狩猟への関心と、世界文化遺産で
ある熊野古道への深い探求心を併せ持
つ登山愛好家

低山トラベラー

14人参加 情報発信31人参加

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「課題解決×（旅＋暮らし）＝あたらしい関係」事業
~うつくしいまちづくり、かかわれるまち~

 全町的に「新しい人の
流れ」を創り出す

 地域の伝統や文化、知恵、景観の継承に向けた意欲
を持つ地域住⺠が、関係人口と共に⾏動し、守っていく
ことによって、「だれでも地域づくりの主役」となれるという
意識が醸成・定着している

 事業を通じて蓄積したノウハウを、地域の
限定的な動きに終わらせず、全町的に地
域への新しい人の流れを⽣み出す展開に
つなげる

12組13人による「課題解決×自己実現」プロジェクトが⽴ち上がり、地域の課題解決を担う人材発掘が進展。
その成果を⽣かして、プログラム設計や支援のポイント等のノウハウをまとめた「関係人口を活かす担い手育成講座」運営マ
ニュアルを作成。

関係人口創出による地域の課題解決に向けた「学び」と「実践」の場として、担い手育成講座「新しい関係の学校」を開
設し、プロジェクトの⽴案から実現までを支援。
関係人口創出による地域の課題解決に向けた「学び」と「実践」の場として、担い手育成講座「新しい関係の学校」を開
設し、プロジェクトの⽴案から実現までを支援。

（全体統括）
・邑南町商工観光課
（情報提供）
・邑南町地域みらい課

邑南町邑南町

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

島根県
邑南町

ターゲットターゲット

株式会社エブリプラン
・講座運営、効果検証

実践結果業務委託

関係人口創出による地域の課題解決に向けた「学び」と「実践」の場

受講生（12組）それぞれのプロジェクトを
講座を通じて具体化・試⾏・振り返り

担い⼿育成講座「新しい観光の学校」担い⼿育成講座「新しい観光の学校」

プロジェクトごとに
異なるターゲット
（関係人口候
補者）へアプ

ローチ
町外者

株式会社MYTURN
・マニュアル作成

田中輝美氏
・伴走支援

伴走支援

（⼀社）邑南町観光協会
・広報支援

地元関連団体 中間支援

運営

他⾃治体等他⾃治体等マニュアル
の展開

担い⼿育成講座
「新しい観光の学校」

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



• 雇用ミスマッチ解消のため、島で働いて
みたい層を対象に、海士町における
現地受入研修を2回開催

「島のミライを創る学校プロジェクト」事業

 地域産業の人材不⾜や衰退
 産業の担い手確保（雇用のミス

マッチ解消）

 課題解消に必要な人材が、安定して・ミス
マッチ少なく供給される農耕型の仕組みが確
⽴されている

 「島のミライを創る学校」認知獲得・入学
ニーズの把握・島側の受入体制構築

今後、人材の受入体制づくりを進めるうえで重要となる、島で働きたい層のニーズ等を把握できた。
イベント参加者の内、6名が移住・マルチワーカー活動を開始した。

現地受入研修や、人材受入体制構築のためのセミナー、関係人口を島の課題を解決する人へと育成する「島のミライを
創る学校」の説明及びニーズ調査のためのシンポジウム等を実施。
現地受入研修や、人材受入体制構築のためのセミナー、関係人口を島の課題を解決する人へと育成する「島のミライを
創る学校」の説明及びニーズ調査のためのシンポジウム等を実施。

（管理）交流促進課

海士町海士町

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

島根県
海士町

株式会社離島キッチン
・シンポジウム開催 ・受入セミナー開催 ・広報等
株式会社JTB
・受入研修ツアーの造成、実施

中間支援等

20〜50代の離島ファン

主なターゲット主なターゲット

海士町観光協会
・受入研修ツアー実施
・シンポジウム運営
特定地域づくり事業協同
組合
・人材受入、育成・フォ
ローアップ

地元関連団体

都内の学校

受入研修プロジェクト受入研修プロジェクト

委託

27名参加

情
報
発
信
・

募
集

運営

• 島外人材受入体制構築の
ため、 隠岐諸島および粟島
浦村等他自治体を対象に、
島外人材受入体制構築の
ためのセミナーを1回開催

• 島に働きに来る関係人口の
⽴場について、職員等の理
解促進

受入体制構築セミナー受入体制構築セミナー

20名参加

• 関係人口の「島のミライを創
る学校」の概念共有・ニーズ
調査のため、全国の関係人
口を対象に4回開催

• 参加者のうち97%が「島のミ
ライを創る学校」に通いたい
意向を表明し、ニーズの高さ
を確認

シンポジウムシンポジウム

約180名参加

参加

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「阿南愛」が紡ぐ「SUPタウン」創造事業

 「観光で稼ぐ」意識が希薄
 ビーチが点在するが、不法

投棄や海洋漂着ゴミの問題
が顕在化

 「ＳＵＰタウン阿南」としての認知度向上に伴い、交流人
口・関係人口が増加し、地域にお⾦が落ち、回っていく仕
組みが構築

 「環境に配慮したまち」としてのブランディング確⽴

 地元イベント等への参加を通し、理解度の深
層化を図り、ビジネスプランの検証を⾏う

 関係人口ネットワークのリスト化を⾏う

エスカ、エスパともに、目標を超える人数、団体の登録があり、創業支援プロジェクトを通じてエスカ登録者の中から１名市内で起業することが決
定した。
国際大会誘致に向けてのプレイベントも想定回数以上に開催でき、関係人口が積極的に関わっていく意識が醸成できた。
阿南市版ふるさと納税の横展開により、地域経済の好循環、持続可能な地域づくりにつながるプラットフォームの構築が図られた。

SUP（スタンドアップパドルボード）をキーワーとする各種イベント活動等の運営・体験を通じて、環境保全・美化・啓発
活動を⾏政、事業者、移住支援団体、関係人口の４者で実施していく体制を構築。
SUP（スタンドアップパドルボード）をキーワーとする各種イベント活動等の運営・体験を通じて、環境保全・美化・啓発
活動を⾏政、事業者、移住支援団体、関係人口の４者で実施していく体制を構築。

（事業管理・運営）
・ふるさと未来課

阿南市阿南市

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

徳島県
阿南市

主なターゲット主なターゲット
・環境保全・美化・
啓発活動に積極的
な人

・事業者登録︓10社以上
・関係人口登録︓30社以上

（事業・組織化支援）
・株式会社すだっち阿南
（環境保全・美化啓発等）
・サステナブル阿南

協⼒事業者組織化プロジェクト／関係人口組織化プロジェクト協⼒事業者組織化プロジェクト／関係人口組織化プロジェクト

中間支援

エスカ︓30名

• 環境に配慮した経済活動を⾏う事業者
や持続可能な地域づくりを実現していく
「関係人口」を、それぞれ登録し組織化

（イベントサポート・事業周知）
• 冨岡まちなか再⽣協議会
• グランフィットネス阿南観光協会
• 阿南SUP振興協会

地元関係 ・サステナブルな
ライフスタイルの実践
者

マリンスポーツ愛好
者

ビーチクリーン関係
参加者

SUPイベント・レース
関係参加者

エスパ︓49者※事業者 ︓EARTH SHIP PARTNER ANAN」（エスパ）
※関係人口︓EARTH SHIP CREW ANAN」（エスカ）

• 交流活動拠点を関係
人口とともに協働作業
で作り利用

拠点整備プロジェクト拠点整備プロジェクト

20名参加

国際大会誘致プロジェクト
（含、環境保全・美化・啓発プロジェクト）

国際大会誘致プロジェクト
（含、環境保全・美化・啓発プロジェクト）

総計、約230名参加

• 関係人口による地域
経済拡大を図るための
創業サポート等を実施

創業支援プロジェクト創業支援プロジェクト

4名参加

• 関係人口と地域住⺠との協働による
「SUP国際大会誘致」の実現を図る
ため各種イベントを総計5回実施

・エスカ・エスパの活動支援及び持続可能な地域経済循環確⽴のため「阿南市版ふるさと納税」の運用開始

実施 参加

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



• 三好市を知らない人を「つかむ」、既に三好市を知っている
人を「あたためる」取組としてwebサイト「たちばなし」による
情報発信を⾏い、本市の認知度の向上と潜在的移住者
との繋がりを構築するプラットフォームとして活用

「三好市関係人口創出」事業

 人口減少による、地域の祭りや道
路管理など⽣活維持活動における
負担感の増加

 市・住⺠・地域団体等が⼀丸となった関係
人口づくりができるようになる

 ディアに頼らずとも人が集まるファン集団（関
係人口）ができる

 主体的に関わる関係人口を創出
 潜在的移住者と地域を繋げることや、ふる

さと納税のような気軽に関われる関係人
口を創出

ジビエ料理教室では、参加者全員が引き続き参加する意向を示しており、うち1名は地域外の飲食店にジビエを紹介し販
路拡大につながった。
ワーケーションウェビナーでは、参加者のうち4名が三好市でのワーケーションを検討。

ウェブサイトでの情報発信と体験プログラムを実施。体験プログラムでは、「ジビエ」及び「ワーケーション」をテーマにオンライ
ンイベントを実施。
ウェブサイトでの情報発信と体験プログラムを実施。体験プログラムでは、「ジビエ」及び「ワーケーション」をテーマにオンライ
ンイベントを実施。

（管理・企画・運営）
地方創⽣推進課

三好市三好市

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

徳島県
三好市

都市住⺠
・地方の特産品に関心がある
・地方での働き方に関心がある
・地方移住を検討している

主なターゲット主なターゲット

(株)コンセント
・事業の企画・運営サポート

協⼒・関連団体

体験型地域貢献プログラム「たまには地域おこす課」体験型地域貢献プログラム「たまには地域おこす課」
近隣市町村在住者

webサイト「たちばなし」による情報発信webサイト「たちばなし」による情報発信

3498名参加

運
営

三好市出身者

支
援

発
信

オンラインジビエ料理教室
三好市の特産品であるジビエの
普及を目的にジビエ肉を家庭
料理として普及
し、コロナ禍での
“おうちごはん”

のバリエーション
を増やす。

ワーケーションウェビナー
三好市でワーケーションを⾏って
もらうため、三好市に短期的に
拠点を置いている⺠間企業の
社員を講師に招き、実体験や
特徴、三好市の施設や取組を
発信。次年度以降の実践につ
なげる⾒込み。

参
加

計58名参加
計14名参加

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「学び」を通じた地域間連携による関係人口共用プロジェクト

 進学に伴う若年層の人口流出が
多く、町内の子どもたちにとって将来
の地域での⽣き方や地域との関わ
り方のイメージを描くことが難しい

 隣接町や遠隔地の自治体（特に宮城県⼥
川町）と、社会教育の場や人材などのリソー
スを共用し、これから社会に出ていく子どもた
ちの能⼒を育てる

 海部郡内で若者関係人口を活用した教育
支援を検討する「プロジェクトチーム」の設置

 連続セミナーや他地域との情報交換会を開
催

隣接町との連携によるプロジェクトチームを⽴ち上げ、牟岐町で活動する県内外の大学⽣による事例発表等からなるプログ
ラムを実験的に実施。
多岐にわたる取組により、外部の若者が町を応援してくれる関係性を構築した。

進学に伴う若年層の人口流出が多く、町内の子どもたちにとって将来の地域での⽣き方や地域との関わり方のイメージを
描くことが難しいという課題の解決に向けて、他地域の学⽣・⽣徒との交流を含む教育プログラムを実施。
進学に伴う若年層の人口流出が多く、町内の子どもたちにとって将来の地域での⽣き方や地域との関わり方のイメージを
描くことが難しいという課題の解決に向けて、他地域の学⽣・⽣徒との交流を含む教育プログラムを実施。

（管理）教育委員会
（支援）産業課、

総務課

牟岐町牟岐町

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

徳島県
牟岐町

NPO牟岐キャリアサポート
・関係者間の調整 ・事業実施や連携の支援

中間支援等

大学生等の若者
・牟岐町や隣接各町での効果
的な協働、地域課題解決へ
取り組んでもらう。

主なターゲット主なターゲット

牟岐の子どもを育
てる会
・事業の提案・助⾔

地元協⼒団体

• 若者関係人口に対し
牟岐町の認知を高め
るため、インターン大学
⽣らがPR動画を作成

牟岐町PR動画作成牟岐町PR動画作成

委託 情
報
発
信
・

募
集

• 宮城県⼥川町との地域間
連携及び関係人口の共用
化を目指して、⼥川向学館
と牟岐町防災
サークルの中
学⽣の交流を
実施

⼥川向学館との連携⼥川向学館との連携
• ⼥川町と牟岐町において

HLABのウィンタースクールの
運営に携わる大学⽣のつな
がりを形成

⼥川町との連携⼥川町との連携

参加

2名参加

支
援
支
援

NPO法人ひとつむぎ
中高⽣へのキャリア教育

関連団体
⼀般社団法人HLAB
ウィンタースクールの運営

関連団体

計45名参加 15名参加

• 隣接町との連携による多様
な学びの場を創出するため、
「プロジェクトチーム」を⽴ち上
げ、実験的なプログラムを実
施

隣接町との連携隣接町との連携
運営運営

• HLABのウィンタースクール
を通して牟岐町の認識を
深めてもらい、牟岐町ふる
さと会への入会を案内

ウィンタースクールウィンタースクール

64名参加

56名参加
↓

10名入会

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「デュアルスタートアップ創出プログラム」事業

 商圏人口の縮⼩、事業拡大に必要な
マンパワー等のリソースの欠乏

 都市圏との協働による、持続可能な新
たな事業（起業・創業）の創出

 地域と関わる都市圏起業家や、都市に
事業パートナーを持つ地域事業者が存
在し、第1次産業が活性化している

 地域の産業構造の転換が実現している

 都市圏在住者と地域住⺠等からなる
チーム組成及び事業の⽴ち上げ（デュ
アルスタートアップの創出）

デュアルスタートアップラボは新型コロナの影響で全3回オンラインプログラムとなったものの、10件の事業提案が地域事業者
とマッチングし、現時点で5件の事業創出が⾒込まれている。
研修の参加者から各地域に、地域交通や観光交流等に係る連携案件が複数提案され、協議が継続している。

土佐町・須崎市・四万十町の3市町で連携し、大⼿企業社員向け研修の受入によって、地域事業者の抱える課題
解決案の検討を促進。また、都市圏等の人材と地域事業者の連携による新規事業創出に取り組むプログラム「デュア
ルスタートアップラボ」を実施。

土佐町・須崎市・四万十町の3市町で連携し、大⼿企業社員向け研修の受入によって、地域事業者の抱える課題
解決案の検討を促進。また、都市圏等の人材と地域事業者の連携による新規事業創出に取り組むプログラム「デュア
ルスタートアップラボ」を実施。

• 土佐町︓事業の企画・運営・調整、全
体総括、土佐町での事業実施

• 須崎市︓須崎市での事業受入
• 四万十町︓四万十町での事業受入

土佐町・須崎市・四万十町土佐町・須崎市・四万十町

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

⾼知県
土佐町（須崎市、四万十町）

• 事業創出件数︓4事業

㈱アルファドライブ高知

社会課題解決等に関
心のある若手･中堅社
員のネットワークの活用 • 都市圏等に在住の大手企

業社員
（トヨタ、富士通、パナソ

ニック等）
• 地方との事業創出に関心

がある都市圏住⺠

主なターゲット主なターゲット

大⼿企業社員向け研修大⼿企業社員向け研修

、事業課題、自社リソースの提供、
参加者との事業開発
• 土佐町スポーツコミッション
• ㈱迫田刃物
• ㈱土佐洋
• ㈱四万十ドラマ

地元受入主体 • 地域事業者の課題
解決案の検討等

3社

㈱カヤック

参加呼びかけ

関係人口プラットフォー
ム「SMOUT」の活用

募集

デュアルスタートアップラボデュアルスタートアップラボ
• 都市で暮らしながら
地域と事業創出

4社

中間支援等

コーディネート

コーディネート

中間支援等

11名参加

延べ
27名

①キックオフイベント
②新規事業開発ノウハウ研修
③Slackを活用したマッチングと連携
④顧客ヒアリング研修（現地）
⑤現地研修
⑥成果報告会（現地）

①地域事業者の課題等の紹介、事業アイ
デア検討、マッチング

②Slackを活用した両者の継続的な交流

課題
連携

課題
連携

5名
継続

10事業提案がマッチング
（緊急事態宣言終了後に
交流・具体化を加速）

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



ビジネスを軸とした関係人口創出・拡大事業

 求職者のITスキル向上の後押しによる
事務的職業・IT関連職業の求人拡大

 地域企業等が新事業創出にチャレンジ
しやすい環境の形成

 地域産業や進出企業など、求職者が
希望する仕事に就きやすい環境である

 若手が新事業を展開し、副業人材等と
魅⼒的なビジネスを創出している

 SNS等による市の取組への注目、来
訪・滞在・オンライン参加者の獲得

セミナーへの参加人数は、オンライン視聴者を含めて1,074名となった。
地域への滞在人数は25名、滞在日数は271日となった（SUNABAKOの全国ネットワークなどが活かされた）。
日本マイクロソフト、トヨタ自動⾞九州、地域⾦融機関など、中間支援的に協⼒した企業等との連携体制が深化した。

市⺠のITリテラシー向上への啓発と市外での認知度向上を図る「ICT/IoTビジネス先駆者セミナー」開催、副業人材
による地元企業の経営課題解決に向けた「都市部の副業人材活用セミナー」開催、地域の若手経営者などによるソー
シャルビジネスや共有価値の創造をめざした「やつしろ未来創造塾」運営といった3つのプロジェクトを展開。

市⺠のITリテラシー向上への啓発と市外での認知度向上を図る「ICT/IoTビジネス先駆者セミナー」開催、副業人材
による地元企業の経営課題解決に向けた「都市部の副業人材活用セミナー」開催、地域の若手経営者などによるソー
シャルビジネスや共有価値の創造をめざした「やつしろ未来創造塾」運営といった3つのプロジェクトを展開。

• 商工・港湾振興課

八代市八代市

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

• セミナー参加・視聴人数︓560人
• 滞在人数︓21人
• 滞在日数︓29日

• 熊本高専、日本マイクロソフト、トヨタ自動⾞九州 • ICT/IoT、スマートシティ、
DXなどの取組への関心が
高い層

主なターゲット主なターゲット

ICT/IoTビジネス先駆者PJTICT/IoTビジネス先駆者PJT

プログラミングスクールのSNSネットワーク中間支援等

開催協⼒

熊本県
八代市

コワーキングスペース
SUNABACO

周知
呼びかけ

都市部の副業人材活用PJT都市部の副業人材活用PJT 副業マッチングサイト
Skill Shift地元企業

若⼿経営者
住⺠ 等 他市の未来創造塾との交流PJT他市の未来創造塾との交流PJT

• 和歌山県田辺市
• 富山県魚津市

• ㈱みらいワークス
• 熊本第⼀信用⾦庫、
熊本中央信用⾦庫、
肥銀オフィスビジネス

• 八代商工会議所、八
代市商工会

• 八代圏域雇用促進
センター

中間支援等

• 富山大学
中間支援等

運営支援

• 都市部で副業可能な企業
に勤務している層（20〜
40代）

• 「たなべ未来創造塾」(田
辺市)及び「魚津三太郎
塾」(魚津市)の関係者

副業マッチング支援、案内等

活用

窓口

講師招聘

• 関連事業を含む全
9回のセミナー開催

会場：502名
視聴：403名

• 地元企業向けに2回のセミナー開催
参加者：73名

• 「未来創造塾」のカリキュラ
ムのうち、4回分で各塾の関
係者を招いた講演・交流

延べ
96名

㈱SUNABACO
(㈱ハナハナワークス
おきなわ）

地元受入主体

運営

参
加
・
視
聴

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業



「県⽴中⾼⼀貫校・地元NPO法人・都市部大学と住⺠の協働による地域課題解決」事業
~スタディツアー・政策提案コンテスト・実践活動~

 人口減少が急速に進み、集
落における⽣活や産業の担
い手が不⾜し、維持・存続
が難しくなってきている

 地域の⾏事や共同作業等に卒業⽣や大学⽣らが参加
し、町の活性化、新規事業創出、人口増に貢献している

 町内で関係人口創出の取組が多数⾏われ、地域外の
住⺠との交流が盛んになっている

 卒業⽣らが課題解決ための政策提案や実践
活動に積極的に参加する

 政策提案の実践活動に多数の町外の関係人
口や町内の住⺠が参加する

大学⽣27人、五ヶ瀬中等教育学校80人から10のプロジェクトが提案され、実践活動への参加を含めて他地域から155
人が関与。
さらにプロジェクトがきっかけとなって産品購入やふるさと納税につながることが期待される。

五ヶ瀬中等教育学校の⽣徒や卒業⽣等を対象に政策提⾔コンテストを実施し、関係人口創出・拡大のためのプロジェ
クト案を募集。さらに昨年度提案を含めた各プロジェクトについて、地域内外の学⽣・子ども等とともに実践活動を検討・
実施。

五ヶ瀬中等教育学校の⽣徒や卒業⽣等を対象に政策提⾔コンテストを実施し、関係人口創出・拡大のためのプロジェ
クト案を募集。さらに昨年度提案を含めた各プロジェクトについて、地域内外の学⽣・子ども等とともに実践活動を検討・
実施。

（運営・管理）
・五ヶ瀬町企画課
（運営支援）
五ヶ瀬町教育委員会

五ヶ瀬町五ヶ瀬町

事業主体

事業の
背景・目的

地域課題地域課題 地域の理想の姿（概ね5年後）地域の理想の姿（概ね5年後） 本年度の目標本年度の目標

取組の
概要

主な成果

宮崎県
五ヶ瀬町

主なターゲット主なターゲット

【スタディツアー、政策提案コンテスト】
・五ヶ瀬中等教育学校の
卒業⽣

・地方創⽣系大学の
学⽣

・課題解決に関わる関係人口︓100人

【実践活動】
・町外者
（実践活動ごとにターゲットを
設定）

NPO五ヶ瀬⾃然学校
・募集・広報
・スタディツアーのコーディネート等

五ヶ瀬中等教育学校
・在校⽣への働きかけ
・教員による実践事業メンター

・⼣日の⾥づくり推進会議
・鞍岡大好き⼥子会
・大石集落
・荒踊保存会
・⿃巣棚田体験農園 など

地元関連団体

• 政策提⾔コンテストのため、
学⽣を対象に、オンラインでの
講義やミーティング等を開催

オンラインスタディツアーオンラインスタディツアー

• スタディツアーを経て、五ヶ瀬町に
おいて効果的な独自の関係人
口創出拡大策を⽴案し、発表

五ヶ瀬町政策提言コンテスト五ヶ瀬町政策提言コンテスト

• 提案事業（地域
課題解決の協働
活動）を実践

政策提案の実践活動政策提案の実践活動

中間支援

中間支援

在校⽣

運営・
実践支援

参加 参加

アプローチ

参加

大学⽣27人、在校⽣80人参加

⼀般町⺠20人参加（傍聴）

R２「関係人口
創出・拡大事業」

モデル事業


